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 第 4 章では、まず典型的な BCS超伝導体である Pb について、開発したダイヤモンドアンビルセルを用
















審    査    の    要    旨 
〔批評〕 
 超伝導体とは、ある転移温度 Tc 以下に物質を冷却したときに、完全反磁性や完全電気伝導性、ジョセ
フソン効果などの特異な現象を示す物質の総称であり、これらの性質を活かして、超伝導マグネットやゼ
ロ抵抗送電ケーブルなどの重要な技術が開発されてきた。しかしながら、現在実用化されている超伝導
体の Tcは 10 K 程度と非常に低く、液体ヘリウムによる冷却を強いられるために、応用の幅が狭まってい
る。この問題を解決するためには、Tc がより高い超伝導体の発見が必要であり、望ましくは Tc が室温以
上である、いわゆる室温超伝導体の発見が期待されている。近年になり、データ科学で予想された金属




































 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（ 工学 ）の学位を受けるに十分な
資格を有するものと認める。 
 
 
 
